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山
根
立
庵
と
丁
祖
蔭
と
の
贈
答
詩
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

─
─
詩
作
に
見
ら
れ
る
対
外
認
識
を
中
心
に
─
─

福
田　

忠
之

は
じ
め
に

　

明
治
時
代
、
清
国
に
渡
航
・
在
住
し
た
日
本
人
の
中
に
優
れ
た
漢
詩
文
の
創
作
能
力
を
備
え
た
人
物
が
多
く
い
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ

る
。
著
名
な
漢
詩
人
と
し
て
は
、
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
に
日
本
郵
船
会
社
上
海
支
社
の
総
経
理
と
し
て
赴
任
し
た
永
井
禾
原
（
久
一
郎
、

荷
風
の
父
、
一
八
五
二
─
一
九
一
三
）
が
い
る
が
、
禾
原
が
森
槐
南
（
一
八
六
三
─
一
九
一
一
）
や
永
坂
石
埭
（
一
八
四
五
─
一
九
二
四
）
な
ど

と
共
に
明
治
漢
詩
壇
の
中
枢
に
い
た
の
と
は
違
い
、
本
稿
で
扱
う
山
根
立
庵
（
一
八
六
一
─
一
九
一
一
）
は
日
本
の
漢
学
界
や
漢
詩
壇
か
ら
は
ほ

と
ん
ど
孤
立
し
た
、
当
時
に
あ
っ
て
は
比
較
的
無
名
の
人
物
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
方
の
清
国
に
お
い
て
は
、
立
庵
は
そ
の
優
れ
た
漢
詩
文
の
素

養
に
よ
り
多
く
の
文
人
墨
客
と
交
遊
し
て
お
り
、
日
本
に
お
い
て
無
名
で
あ
っ
た
の
と
は
対
照
的
に
、
清
国
の
士
大
夫
層
か
ら
は
極
め
て
高
い
評

価
を
得
て
い
る
。
近
年
、
近
代
日
中
関
係
史
の
研
究
が
進
む
に
つ
れ
、
立
庵
の
在
中
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
活
動
が
再
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る

が
、
そ
の
渡
清
後
の
漢
詩
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
ほ
と
ん
ど
考
察
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
立
庵
の
遺
稿
に
収
録
さ
れ

て
い
る
贈
答
詩
、
唱
酬
詩
を
分
析
の
俎
上
に
載
せ
、
立
庵
と
清
末
江
南
の
知
識
人
と
の
交
流
の
一
端
に
つ
い
て
、
考
察
を
行
い
た
い
と
思
う
。
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一
　
山
根
立
庵
と
そ
の
遺
稿

　

山
根
立
庵
は
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）、
長
門
（
山
口
県
）
萩
の
山
田
村
に
生
ま
れ
た
。
名
は
虎
之
助
、
ま
た
は
虎
臣
、
字
は
炳
侯
と
い

い
、
号
は
立
庵
以
外
に
、
深
山
虎
太
郎
、
晴
猟
雨
読
居
士
な
ど
が
あ
る
。
幼
少
よ
り
学
才
秀
抜
で
あ
っ
た
が
、
中
学
の
時
に
失
聴
し
、
中
学
校
を

退
学
。
以
後
漢
籍
研
究
に
没
頭
し
、
独
学
で
漢
詩
文
の
著
述
能
力
を
身
に
付
け
た
。
後
に
、
自
由
民
権
運
動
に
参
与
す
る
傍
ら
、
地
元
の
山
口
県

で
『
長
州
日
報
』
を
創
刊
し
て
い
る
。
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
春
、
立
庵
は
上
海
に
渡
り
、
六
月
に
は
中
国
で
大
東
汽
船
会
社
を
設
立
し
た

白
岩
龍
平
（
一
八
七
〇
─
一
九
四
二
）
の
援
助
に
よ
り
、
東
亜
同
文
会
の
機
関
紙
の
一
つ
で
あ
る
『
亜
東
時
報
』
を
創
刊
、
発
刊
者
兼
主
筆
と
し

て
健
筆
を
揮
っ
た
。
そ
の
後
、
袁
世
凱
に
招
聘
さ
れ
保
定
軍
官
学
堂
教
習
に
も
就
任
し
た
が
、
辛
亥
革
命
直
前
に
病
に
よ
り
帰
国
、
明
治
四
四
年

（
一
九
一
一
）
八
月
故
郷
で
あ
る
山
口
県
萩
に
て
死
去
し
た
。

　

立
庵
の
在
中
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
活
動
に
関
し
て
は
、
中
下
正
治
著
『
新
聞
に
見
る
日
中
関
係
史（
１
）』、
中
村
義
著
『
白
岩
龍
平
日
記
─

─
ア
ジ
ア
主
義
実
業
家
の
生
涯（
２
）』
が
そ
れ
ぞ
れ
言
及
し
て
い
る
。
立
庵
が
主
筆
を
務
め
た
『
亜
東
時
報
』
は
、
日
中
の
連
携
と
ア
ジ
ア
の
振
興
を

創
刊
の
趣
意
に
か
か
げ
、
章
炳
麟
、
宋
恕
等
清
国
の
改
良
派
知
識
人
を
糾
合
し
て
創
刊
さ
れ
た
漢
文
月
刊
誌
で
あ
り
、
そ
の
興
亜
主
義
的
な
性
格

は
立
庵
の
書
い
た
『
亜
東
時
報
』
序
に
よ
く
表
れ
て
い
る
（
３
）。
立
庵
が
祖
国
日
本
よ
り
も
む
し
ろ
清
国
で
敬
重
さ
れ
た
の
に
は
、
古
典
的
教
養
と
卓

越
し
た
漢
文
作
成
能
力
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
加
え
、『
亜
東
時
報
』
の
主
筆
と
し
て
、
当
時
の
清
国
の
輿
論
に
一
定
の
影
響
を
与
え
る
立
場
に

あ
っ
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。『
対
支
回
顧
録
』
に
は
、『
亜
東
時
報
』
に
つ
い
て
「
明
治
三
十
一
年
、
山
根
虎
之
助
の
為

め
、
白
岩
龍
平
、
河
本
磯
平
等
発
起
人
と
為
り
、
上
海
に
於
て
月
刊
雑
誌
と
し
て
発
刊
し
た
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
社
中
に
は
章
炳
麟
、
畢
永
年
、

宋
恕
等
当
時
錚
々
た
る
支
那
文
士
を
糾
合
し
て
大
い
に
支
那
の
時
局
を
論
議
し
、
特
に
立
庵
の
識
見
文
章
は
卓
然
と
し
て
時
流
を
抜
き
、
其
の
盛

名
は
長
江
の
読
書
界
及
び
文
壇
を
風
靡
し
た
も
の
で
あ
る
（
４
）」
と
あ
る
。
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一
方
、
漢
詩
人
と
し
て
の
立
庵
に
注
目
し
た
こ
れ
ま
で
の
研
究
と
し
て
は
、
入
谷
仙
介
著
『
近
代
文
学
と
し
て
の
明
治
漢
詩
』
第
四
章
「
異
邦

人
と
し
て
（
５
）」、
同
じ
く
入
谷
著
「
山
根
立
庵
初
期
詩
注
釈（
６
）」
が
あ
る
。
前
者
は
漢
詩
人
と
し
て
の
立
庵
の
状
況
全
般
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ

り
、
後
者
は
清
国
渡
航
以
前
の
立
庵
の
詩
一
〇
首
を
詳
細
に
紹
介
す
る
が
、
清
国
渡
航
後
の
詩
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
管
見
の
限
り
で
は
、
立
庵

の
漢
詩
に
言
及
し
て
い
る
主
な
研
究
は
上
記
二
点
の
み
で
あ
る
。

　

立
庵
に
関
す
る
基
本
史
料
と
し
て
は
『
立
庵
詩
鈔
』（
上
下
二
巻
、
一
冊
）
と
『
立
庵
遺
稿
』（
全
六
巻
、
上
下
二
冊
）
の
二
つ
が
現
存
す
る
。

以
下
、
ま
ず
は
こ
の
二
つ
の
基
本
史
料
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。

　
『
立
庵
詩
鈔
』
は
立
庵
が
没
し
た
約
半
年
後
の
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
一
月
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
奥
付
に
は
、
編
次
兼
発
行
者
が
在
清

国
天
津
中
村
常
三
郎
、
印
刷
所
が
大
阪
市
東
区
本
町
一
丁
目
三
十
番
地
屋
敷
大
阪
国
文
社
、
印
刷
者
が
中
山
宗
次
郎
と
あ
る
。
巻
首
に
立
庵
の
肖

像
写
真
を
掲
げ
る
。
巻
上
と
巻
下
は
そ
れ
ぞ
れ
「
晴
猟
雨
読
園
賸
稿
」、「
庚
子
游
蘇
詩
稿
」
と
題
さ
れ
、
巻
末
に
は
「
坿
録
諸
家
応
酬
作
」
及
び

周
岸
登
序
を
収
録
す
る
。
一
方
、『
立
庵
遺
稿
』
は
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
五
月
に
刊
行
。
巻
一
か
ら
巻
四
が
上
冊
で
漢
詩
を
収
め
る
。
巻

一
と
巻
三
は
詩
鈔
巻
上
の
「
晴
猟
雨
読
園
賸
稿
」
及
び
巻
下
の
「
庚
子
游
蘇
詩
稿
」
を
収
録
。
巻
二
は
「
虞
山
唱
酬
集
」
と
題
さ
れ
、
詩
鈔
に
は

そ
の
中
の
一
首
の
み
を
収
め
る
。
巻
四
は
特
に
題
は
付
さ
れ
て
い
な
い
が
、
日
本
人
に
贈
っ
た
漢
詩
が
そ
の
大
半
を
占
め
、
最
後
に
詩
鈔
巻
末
の

「
坿
録
諸
家
応
酬
作
」
を
「
諸
家
贈
言
」
と
題
し
て
収
録
。
巻
五
と
巻
六
が
下
冊
。
巻
五
は
清
国
の
時
事
を
論
じ
た
論
稿
、
巻
六
は
清
国
人
へ
の

書
簡
、
知
人
の
た
め
に
書
い
た
文
章
、
友
人
の
遺
稿
に
寄
せ
た
序
な
ど
を
収
録
。
遺
稿
の
巻
頭
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
つ
の
序
は
い
ず
れ
も
中
国

人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
一
つ
は
丁
祖
蔭
、
も
う
一
つ
は
周
岸
登
。
丁
序
は
民
国
元
年
（
一
九
一
二
）
秋
八
月
撰
、
周
序
は
光
緒
乙

巳
（
一
九
〇
五
）
春
季
撰
。
周
序
は
詩
鈔
の
巻
末
に
掲
載
さ
れ
た
周
岸
登
の
序
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
巻
末
に
白
岩
龍
平
の
跋
が
附
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
奥
付
に
よ
れ
ば
、
編
纂
者
は
白
岩
龍
平
、
発
行
兼
印
刷
者
、
発
行
所
は
い
ず
れ
も
東
京
市
芝
区
桜
川
町
二
十
番
地
東
亜
実
進
社
、
代
表

者
は
角
谷
八
平
次
。
白
岩
跋
に
よ
れ
ば
、『
立
庵
遺
稿
』
は
、
は
じ
め
立
庵
の
死
を
惜
し
ん
だ
朋
友
の
漢
詩
人
西
田
鳴
渓
が
そ
の
詩
文
を
収
集
し

て
編
纂
し
て
い
た
が
、
鳴
渓
の
突
然
の
死
に
よ
り
作
業
が
中
断
し
て
し
ま
い
、
そ
こ
で
二
人
と
縁
の
あ
っ
た
白
岩
が
編
集
を
引
き
継
ぎ
、
完
成
さ
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せ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
（
７
）。
西
田
鳴
渓
（
一
八
六
二
─
一
九
一
六
）
は
本
名
を
龍
太
と
い
い
、
長
崎
県
平
戸
の
人
。
主
な
詩
作
集
に
『
鳴
渓
先
生

詩
集
』（
大
正
七
年
、
一
九
一
八
年
刊
）
が
現
存
す
る
。
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）、
鳴
渓
は
上
海
に
渡
航
し
、
東
亜
同
文
会
が
創
設
し
た
上
海

東
亜
同
文
書
院
（
も
と
南
京
同
文
書
院
、
院
長
は
根
津
一
）
の
教
師
兼
舎
監
を
務
め
た
が
、
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
に
は
、
袁
世
凱
に
よ
り

保
定
軍
官
学
堂
の
翻
訳
官
と
し
て
招
聘
さ
れ
た
（
８
）。
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、『
亜
東
時
報
』
は
す
で
に
廃
刊
と
な
っ
て
お
り
、
立
庵
も
保
定
軍
官
学
堂

に
職
を
奉
じ
て
い
た
た
め
、
立
庵
と
は
恐
ら
く
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
親
交
を
深
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
鳴
渓
と
の
唱
和
の
作
と
し
て
、
遺
稿
巻
四
に

「
訪
西
田
鳴
渓
於
保
定
時
逢
中
秋
置
酒
賞
月
酔
作
」、「
戯
題
寫
真
贈
西
田
鳴
渓
」、「
鳴
渓
飲
千
代
本
楼
有
詩
見
寄
感
旧
而
作
」
三
首
を
収
め
る
。

ま
た
鳴
渓
の
作
と
し
て
、
立
庵
死
去
の
際
に
詠
ん
だ
輓
詩
「
哭
山
根
立
庵
」
が
、『
対
支
回
顧
録
』
の
鳴
渓
の
列
伝
に
収
め
ら
れ
て
い
る
（
９
）。
遺
稿

の
発
行
元
で
あ
る
東
亜
実
進
社
は
角
谷
八
平
次
（
一
八
七
九
─
一
九
一
九
）
が
設
立
し
た
出
版
社
で
あ
る
が
、
そ
の
前
身
は
東
亜
同
文
会
が
中
国

調
査
活
動
の
部
署
と
し
て
同
会
内
に
置
い
て
い
た
支
那
通
信
部
で
あ
り
、
同
出
版
社
か
ら
は
、『
支
那
研
究
叢
書
』
全
九
巻
や
『
続
支
那
研
究
叢

書
』
全
三
巻
な
ど
、
東
亜
同
文
会
に
よ
る
中
国
調
査
関
連
の
書
籍
が
多
く
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
角
谷
は
上
海
東
亜
同
文
書
院
の
第
二
期
卒
業

生
で
も
あ
り（
（（
（

、
東
亜
同
文
会
の
創
立
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
も
あ
っ
た
白
岩
と
は
当
然
旧
知
の
間
柄
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
立

庵
遺
稿
』
は
、
白
岩
が
そ
の
編
集
を
終
え
た
段
階
で
、
東
亜
実
進
社
の
角
谷
に
出
版
を
委
託
し
、
刊
行
さ
れ
る
運
び
に
な
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ

る
。
詩
鈔
、
遺
稿
と
も
に
「
非
売
品
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
は
い
ず
れ
も
一
橋
大
学
附
属
図
書
館
に
所
蔵
が
あ
る
。
ま
た
前

述
し
た
と
お
り
、
詩
鈔
所
載
の
詩
作
は
後
に
刊
行
さ
れ
た
遺
稿
に
全
て
再
収
録
さ
れ
て
お
り
、
文
献
的
価
値
と
し
て
は
遺
稿
の
方
が
高
い
と
言
え

る
。

　

明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
六
月
、
上
海
で
『
亜
東
時
報
』
を
創
刊
し
た
立
庵
は
、
そ
こ
で
健
筆
を
揮
う
傍
ら
、
清
国
人
士
や
在
清
活
動
家
と

の
交
遊
を
楽
し
み
、
政
論
や
世
事
を
談
論
し
た
。
特
に
、
そ
の
卓
越
し
た
漢
詩
文
の
才
能
に
よ
り
、
章
炳
麟
、
文
廷
式
、
汪
康
年
、
李
盛
鐸
、
宋

恕
な
ど
当
代
一
流
の
改
良
派
知
識
人
た
ち
と
交
わ
り
が
あ
っ
た
。『
亜
東
時
報
』
の
創
刊
に
共
に
携
わ
っ
た
宋
恕
は
、
立
庵
に
つ
い
て
「
立
庵
居

士
、
是
曰
是
、
非
曰
非
、
其
性
情
与
僕
同
、
其
議
論
合
我
意
者
、
亦
有
十
之
六
七
。
過
従
既
久
、
信
其
抜
俗
千
尋
、
非
某
某
等
専
求
媚
於
此
邦
貴
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人
者
類
也
（
（（
（

」
と
し
て
、
そ
の
人
柄
と
識
見
を
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、
永
井
禾
原
の
詩
を
収
め
た
『
西
游
詩
続
稿
』
に
は
「
與
綬
経
伯
元
惜
香
立

庵
淮
陰
飲
天
香
閣
席
上
贈
伯
元
」、「
己
亥
歳
晩
回
国
汪
甘
卿
李
伯
元
文
実
甫
設
別
筵
双
清
仙
館
席
間
次
山
根
立
庵
送
別
原
韻
言
懐
兼
誌
別
」
等
の

詩
題
が
見
ら
れ（
（（
（

、
立
庵
の
清
国
に
お
け
る
交
友
関
係
の
広
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

当
時
、
清
国
の
人
士
の
中
で
も
特
に
立
庵
と
親
交
の
深
か
っ
た
江
南
の
知
識
人
の
一
人
に
常
熟
の
丁
祖
蔭
が
い
る
。『
立
庵
遺
稿
』
に
丁
が
序

文
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
親
交
ぶ
り
が
う
か
が
わ
れ
る
。
丁
に
関
し
て
は
、
以
前
、
拙
稿
（
（（
（

で
清
末
に
お
け
る
江
蘇
常
熟
の
教
育
界
の

状
況
に
つ
い
て
言
及
し
た
際
に
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
丁
と
在
華
日
本
人
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　

丁
祖
蔭
（
一
八
七
一
─
一
九
三
〇
）
は
、
江
蘇
省
常
熟
県
琴
川
の
人
。
字
は
芝
孫
、
号
は
初
我
。
江
陰
の
南
菁
書
院
に
て
学
び
、
清
末
の
大
儒

黄
以
周
（
一
八
二
八
─
一
八
九
九
）
に
師
事
し
た
。
光
緒
二
四
年
（
一
八
九
八
）
に
は
、
常
熟
県
内
最
初
の
近
代
式
学
堂
で
あ
る
中
西
学
堂
を
創

設
し
て
い
る
。
ま
た
丁
は
江
蘇
省
全
域
の
教
育
事
業
統
括
機
関
と
し
て
光
緒
三
二
年
（
一
九
〇
六
）
に
上
海
に
設
立
さ
れ
た
江
蘇
教
育
総
会
の
会

員
で
あ
り
、
宣
統
元
年
（
一
九
〇
九
）、
立
憲
改
革
の
一
環
と
し
て
全
国
各
省
に
諮
議
局
が
開
設
さ
れ
る
と
、
常
熟
県
代
表
と
し
て
江
蘇
諮
議
局

議
員
に
選
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
常
熟
県
内
に
お
い
て
は
、
自
治
公
所
総
董
、
勧
学
所
総
董
、
教
育
会
会
長
等
の
要
職
を
歴
任
し
、
民
国
元
年
（
一

九
一
二
）
に
は
、
常
熟
県
民
政
長
に
も
推
挙
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
生
前
の
風
貌
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、
南
京
図
書
館
に
「
常
熟
丁
府
君
墓
誌

銘
」
の
拓
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

光
緒
甲
午
庚
子
間
、
世
変
益
亟
、
闇
時
務
者
率
深
閉
固
拒
、
敝
帚
自
珎
。
君
独
聯
合
同
志
、
倡
設
中
西
学
堂
於
城
中
。（
中
略
）
後
風
気

日
開
、
常
熟
禁
煙
、
勧
学
、
県
自
治
次
第
発
軔
皆
以
君
為
之
魁
、
江
蘇
初
設
諮
議
局
当
選
為
議
員
、
又
斥
私
財
独
力
開
辦
丁
氏
小
学
校
、
造

就
学
子
無
慮
千
百
、
終
其
身
不
渝
、
人
有
所
求
、
未
嘗
不
量
力
扶
助
而
不
以
為
功
、
郷
里
有
争
端
、
得
君
一
言
立
解
、
其
素
所
樹
立
者
然

也
（
（（
（

。
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右
の
墓
誌
銘
に
「
常
熟
、
煙
を
禁
じ
、
学
を
勧
め
、
県
自
治
次
第
に
発は
つ
じ
ん軔
す
る
は
、
皆
君
を
以
っ
て
之
が
魁
さ
き
が
けと
為
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も

分
か
る
よ
う
に
、
丁
は
主
に
清
末
民
国
期
の
江
蘇
常
熟
に
お
け
る
新
教
育
界
の
形
成
と
地
方
自
治
の
推
進
に
お
い
て
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た

人
物
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
以
下
で
は
、
こ
の
丁
祖
蔭
と
立
庵
と
の
交
遊
の
事
跡
に
つ
い
て
、
二
人
の
間
で
贈
答
、
唱
和
さ
れ
た
詩
作
を
中
心
に
、
検
討
を
進
め
て

い
く
こ
と
に
す
る
。

二
　
立
庵
と
丁
祖
蔭
の
詩
の
交
流

　

渡
清
後
ま
も
な
い
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
、
戊
戌
）
の
秋
、
立
庵
は
呉
門
（
蘇
州
）
で
丁
祖
蔭
と
知
り
合
い
、
そ
の
後
丁
の
招
き
に
よ
り
、

友
人
荒
井
図
南
を
伴
っ
て
常
熟
の
虞
山
に
遊
ん
だ
。
そ
の
時
に
贈
答
さ
れ
た
漢
詩
が
『
立
庵
遺
稿
』
巻
二
に
「
虞
山
唱
酬
集
」
と
題
し
て
収
め
ら

れ
て
お
り
、
立
庵
の
詩
五
首
、
丁
祖
蔭
の
詩
十
首
、
図
南
の
詩
四
首
、
そ
れ
以
外
に
聯
句
五
首
が
含
ま
れ
る
。
詩
題
を
列
挙
す
る
と
、「
北
郭
小

飲
贈
中
西
学
堂
諸
友
」、「
中
西
学
堂
夜
飲
贈
丁
祖
蔭
」、「
銭
氏
酒
園
作
」、「
尚
湖
和
丁
芝
孫
韵
」、「
次
韵
酬
丁
祖
蔭
」（
以
上
は
立
庵
作
）、「
八

月
十
七
日
與
荒
井
益
、
山
根
虎
臣
、
香
月
梅
外
飲
中
西
学
堂
縦
談
時
事
酒
半
感
賦
」、「
與
山
根
虎
臣
、
荒
井
益
、
香
月
梅
外
同
遊
破
山
寺
登
救
虎

閣
作
」、「
銭
氏
酒
楼
小
飲
山
根
先
生
属
唱
大
江
東
去
曲
書
此
代
之
」、「
山
根
先
生
、
荒
井
、
香
月
諸
君
同
飲
余
家
各
有
贈
什
即
歩
原
韵
奉
和
」、

「
泛
舟
尚
湖
足
弱
不
能
登
剣
門
舟
中
口
占
両
絶
」、「
復
用
前
韵
」、「
長
亭
一
別
相
見
何
時
賦
此
作
唱
和
尾
聲
」、「
九
月
七
日
贈
山
根
虎
臣
」、「
又

贈
山
根
虎
臣
」、「
感
懐
贈
山
根
虎
臣
荒
井
益
」（
以
上
は
丁
祖
蔭
作
）、「
銭
氏
酒
園
戯
賦
」、「
席
上
作
」、「
和
韵
留
別
」、「
次
韵
答
丁
芝
孫
」（
以

上
は
図
南
作
）
な
ど
が
あ
る
。
尚
、
現
在
上
海
図
書
館
に
は
丁
祖
蔭
撰
『
丁
初
我
日
記
』
の
稿
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
常
熟
の
教
育
会
や
自

治
公
所
で
の
公
務
に
関
す
る
記
述
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
私
的
な
交
友
関
係
に
つ
い
て
は
、
全
く
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
現
存
す
る
『
虞
陽
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説
苑
』
や
『
淑
照
堂
叢
書
』
等
の
丁
祖
蔭
の
膨
大
な
著
作
の
中
に
も
立
庵
と
の
間
で
応
酬
さ
れ
た
詩
文
な
ど
は
収
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ

て
、
立
庵
と
丁
と
の
交
遊
を
示
す
も
の
と
し
て
は
、
こ
の
「
虞
山
唱
酬
集
」
が
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
資
料
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

荒
井
図
南
（
一
八
六
五
─
一
九
〇
二
）
は
下
総
国
佐
倉
の
人
。
本
名
は
甲
子
之
助
、
字
は
益
、
図
南
は
そ
の
号
で
あ
る
。
図
南
に
関
す
る
資
料

と
し
て
は
、
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
図
南
遺
稿
』（
全
三
巻
）
が
現
存
す
る（
（（
（

。
こ
れ
は
図
南
の
死
後
、
天
津
に
い
た
立
庵

が
そ
の
論
説
、
詩
文
、
日
記
な
ど
を
集
め
て
、
刊
行
し
た
図
南
の
漢
文
遺
稿
集
で
あ
り
、
中
国
で
は
南
京
図
書
館
が
所
蔵
、
日
本
で
は
国
文
学
研

究
資
料
館
に
所
蔵
が
あ
る
。
奥
付
が
な
い
た
め
、
出
版
社
、
出
版
地
と
も
に
不
明
。
序
は
二
つ
あ
り
、
一
つ
は
立
庵
撰
、
も
う
一
つ
は
丁
祖
蔭

撰
。
図
南
が
渡
清
後
の
立
庵
に
と
っ
て
、
最
も
親
し
い
同
胞
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
、『
図
南
遺
稿
』
の
刊
行
自
体
が
立
庵
の
提
案
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
立
庵
が
『
図
南
遺
稿
』
序
の
中
で
「
余
交
遍
湖
海
而
患
難
與
共
莫
図
南
若
（
（（
（

」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。

　

明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
秋
、
立
庵
一
行
は
常
熟
到
着
後
、
丁
祖
蔭
の
手
厚
い
歓
迎
を
受
け
、
同
年
県
内
に
開
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
中
西
学

堂
を
訪
れ
た
。
こ
の
中
西
学
堂
に
つ
い
て
は
、
常
熟
の
地
方
志
で
あ
る
『
重
修
常
昭
合
志
』
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

邑
人
丁
祖
蔭
、
潘
任
、
季
亮
時
等
於
光
緒
二
十
三
年
間
集
合
同
志
、
創
設
中
西
学
社
於
城
東
学
愛
精
廬
、
旋
由
昭
文
知
県
李
鵬
飛
撥
給
別

峯
菴
為
社
廬
、
並
以
捐
款
改
建
蔵
書
楼
、
庋
置
図
籍
以
供
学
者
肄
講
。
次
年
増
設
蒙
学
一
所
、
発
起
人
自
任
教
授
者
両
年
余
、
旋
併
学
社
改

為
中
西
学
堂
、
推
広
校
舎
、
規
模
粗
具
。
曽
樸
、
張
鴻
輩
相
與
助
其
成
（
（（
（

。

　

中
西
学
堂
の
創
設
は
常
熟
に
お
け
る
近
代
教
育
の
嚆
矢
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
前
身
は
、
光
緒
二
三
年
（
一
八
九
七
）
に
旧
書
院

内
に
開
設
さ
れ
た
中
西
学
社
で
あ
り
、
こ
の
学
社
は
丁
祖
蔭
等
開
明
的
な
地
方
エ
リ
ー
ト
主
導
の
も
と
、
新
式
学
問
の
攻
究
を
目
的
に
設
立
さ
れ

た
一
種
の
学
術
サ
ロ
ン
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
翌
年
、
学
社
内
に
蒙
学
が
増
設
さ
れ
、
中
西
学
堂
と
改
名
さ
れ
た
。
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立
庵
は
こ
の
学
堂
の
創
設
に
携
わ
っ
た
丁
祖
蔭
、
季
亮
時
等
の
地
方
紳
士
を
前
に
「
北
郭
小
飲
贈
中
西
学
堂
諸
友
（
（（
（

」
と
題
し
て
、
次
の
よ
う
に

吟
じ
て
い
る
。

剣
門
風
景
我
曽
聞　
　
　
　
　

剣
門
の
風
景　

我
曽
て
聞
く

邂
逅
諸
公
交
有
神　
　
　
　
　

諸
公
に
邂か
い
こ
う逅

し　

交
わ
り
て
神こ
こ
ろあ

り

贏
得
此
游
好
詩
料　
　
　
　
　

贏か

ち
得
た
り　

此
游
の
好
詩
料

夢
中
山
水
意
中
人　
　
　
　
　

夢
中
の
山
水　

意
中
の
人
な
り

　
「
剣
門
」
と
は
、
虞
山
に
あ
る
剣
門
峰
の
こ
と
。「
虞
山
唱
酬
集
」
所
収
の
詩
作
の
中
、
こ
の
一
首
だ
け
は
『
立
庵
詩
鈔
』
に
も
収
録
さ
れ
て
お

り
、
詩
の
後
ろ
に
「
剣
門
風
月
一
別
三
年
、
読
此
詩
至
末
句
、
感
情
無
限
、
又
引
我
以
家
山
之
夢
矣
（
（（
（

」
と
い
う
評
語
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
評
者

は
未
詳
。
立
庵
は
夜
、
中
西
学
堂
で
丁
と
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
、
常
熟
で
の
再
会
の
喜
び
を
「
乗
興
飄
然
訪
戴
来
、
輪
囷
肝
胆
一
時
開（
（（
（

」（
興
に

乗
り
飄
然
と
戴た
い

を
訪
ね
来
れ
ば
、
輪り
ん
き
ん囷

た
る
肝か
ん
た
ん胆　

一
時
に
開
く
）
と
詩
に
託
し
た
。
立
庵
と
丁
の
親
交
ぶ
り
は
常
熟
県
北
東
の
尚
湖
と
横
塘
に

遊
ん
だ
時
に
詠
ん
だ
以
下
の
詩
に
よ
く
表
れ
て
い
る
。

　

尚
湖
和
丁
芝
孫
韵
（
（（
（

（
立
庵
）

黄
雲
満
目

稏
秋　
　
　
　
　

黄
雲　

満
目　
は

稏あ

の
秋

蓼
紅
蘋
白
明
沙
渚　
　
　
　
　

蓼れ
ん

紅こ
う　

蘋ひ
ん

白ぱ
く　

明
沙
の
渚

解
道
江
南
年
方
豊　
　
　
　
　

江
南
を
解か
い

道ど
う

す
る
に　

年
方
に
豊
か
に
し
て

鶏
栖
豚
柵
出
笑
語　
　
　
　
　

鶏け
い
せ
い栖　

豚と
ん

柵さ
く　

笑
し
ょ
う

語ご

出
づ
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堪
笑
吾
曹
硯
田
荒　
　
　
　
　

笑
う
に
堪
え
ん　

吾ご
そ
う曹　

硯け
ん

田で
ん

の
荒
る
る
を

海
外
泛
宅
無
建
樹　
　
　
　
　

海
外　

泛は
ん
た
く宅　

樹
を
建
つ
る
こ
と
な
し

湖
光
山
緑
尚
流
連　
　
　
　
　

湖
光　

山
緑　

な
お
流り
ゅ
う
れ
ん連せ
る
に

欲
向
城
中
忘
去
路　
　
　
　
　

城
中
に
向
か
わ
ん
と
欲
す
る
も
去
路
を
忘
る

　

復
用
前
韵
（
（（
（

（
丁
祖
蔭
）

横
塘
十
里
如
名
画　
　
　
　
　

横こ
う
と
う塘
十
里　

名
画
の
如
し

一
碧
迷
茫
失
沙
渚　
　
　
　
　

一
碧
迷
茫　

沙さ
し
ょ渚
を
失
う

山
青
不
断
天
欲
秋　
　
　
　
　

山
青　

断
え
ず　

天　

秋
な
ら
ん
と
欲
し

蘆
白
無
人
鴈
自
語　
　
　
　
　

蘆
白　

人
無
く　

鴈　

自
ら
語
る

笑
携
瀛
客
駕
扁
舟　
　
　
　
　

笑
い
て
瀛え
い
き
ゃ
く客を

携
え　

扁へ
ん

舟し
ゅ
うを

駕が

す
れ
ば

此
行
遠
道
思
雲
樹　
　
　
　
　

此
行
の
遠
道　

雲う
ん
じ
ゅ樹
を
思
う

何
時
同
蹈
鯨
波
東　
　
　
　
　

何い
ず

れ
の
時
に
か
同と
も

に
蹈ふ

ま
ん　

鯨げ
い
は波

の
東
ひ
が
し

大
呼
徐
福
牽
袂
去　
　
　
　
　

徐
福
を
大
呼
し　

袂
を
牽ひ

き
て
去ゆ

か
ん

　

こ
の
よ
う
に
立
庵
と
丁
祖
蔭
は
詩
歌
の
応
酬
を
通
じ
て
、
互
い
の
親
交
を
深
め
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
立
庵
と
丁
祖
蔭
と
の
交
友
関
係
は
、

こ
の
常
熟
で
の
交
遊
後
も
続
い
て
い
る
。
例
え
ば
、
舘
森
袖
海
（
一
八
六
四
─
一
九
四
二
）
撰
「
姑
蘇
記
遊
」
に
は
、
明
治
三
四
年
（
一
九
〇

一
）
二
月
に
、
立
庵
が
舘
森
を
伴
っ
て
、
常
熟
に
丁
を
訪
ね
た
時
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
情
景
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
も
あ
る
の

で
、
以
下
、
そ
の
一
部
を
引
用
し
て
お
く
。
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（
明
治
三
十
四
年
二
月
）
五
日
、
立
庵
謂
往
游
常
熟
、
予
喜
諾
。
至
閶
門
、
買
舟
向
常
熟
、
一
帆
駕
風
、
抵
呉
塘
泊
焉
、
是
夜
月
色
朧

明
、
掲
篷
酌
酒
賞
翫
、
不
覚
至
三
鼓
。
六
日
、
拂
曉
解
纜
、
直
入
常
熟
県
城
。
丁
祖
蔭
来
迎
、
此
立
庵
熟
友
也
。
偕
入
其
家
。
丁
氏
與
諸
同

人
謀
、
剏
中
西
学
堂
、
専
以
育
才
。
学
堂
書
目
、
尚
有
大
日
本
史
、
万
国
史
記
諸
書
。（
中
略
）
季
亮
時
、
王
兆
麟
来
謁
、
皆
祖
蔭
友
也
。

開
酒
供
餐
、
導
至
虞
山
、
虞
仲
居
此
、
故
名
云
。
祠
廟
擁
麓
簇
立
、
岳
廟
最
盛
（
中
略
）（
七
日
）
訪
祖
蔭
。
以
其
所
著
万
国
公
法
釈
例
及

琴
川
三
志
補
記
見
貽
。
予
問
古
書
、
祖
蔭
曰
虞
山
本
有
義
書
、
髪
匪
乱
後
、
飄
散
殆
尽
、
惟
瞿
氏
如
故
。
亮
時
、
兆
麟
偕
至
。
予
欲
見
翁
同

和
、
問
可
見
生
客
否
。
亮
時
曰
、
自
罷
相
帰
来
、
退
居
西
山
之
鴿
峰
、
専
以
文
字
自
娯
。
有
自
警
語
六
、
不
見
生
客
、
其
一
也
。
勧
予
游
剣

門
破
山
。
予
久
聞
其
勝
、
以
天
気
悪
寒
辞
之
。
亮
時
謂
今
夕
献
一
勺
、
又
辞
。
立
庵
曰
莫
負
朋
友
盛
意
、
即
夜
赴
宴
。
亮
時
篤
学
士
也
、
謂

他
日
作
神
山
蓬
島
之
游
、
又
問
再
游
有
期
否
、
即
期
後
会
而
別
、
臨
別
贈
海
虞
芸
文
志
（
（（
（

。

　

舘
森
は
日
清
戦
争
が
終
結
し
た
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）、
台
湾
に
置
か
れ
た
総
督
府
の
文
書
課
に
職
を
奉
じ
渡
台
す
る
が
、
明
治
三
三
年

（
一
九
〇
〇
）、
官
を
辞
し
て
単
身
清
国
に
留
学
し
た
。
主
な
漢
文
著
作
集
と
し
て
、『
拙
存
園
叢
稿
』
全
八
巻
（
大
正
八
年
、
一
九
一
九
年
刊
）

が
現
存
す
る
。「
姑
蘇
記
遊
」
と
は
、
舘
森
が
こ
の
清
国
留
学
中
に
立
庵
に
伴
わ
れ
、
江
南
各
地
を
旅
し
た
時
の
紀
行
文
で
あ
る
。
こ
れ
に
拠
れ

ば
、
立
庵
一
行
は
常
熟
で
丁
祖
蔭
、
季
亮
時
、
王
兆
麟
等
の
歓
迎
を
受
け
、
舘
森
は
丁
の
自
著
で
あ
る
『
万
国
公
法
釈
例
』
と
『
琴
川
三
志
補

記
』
を
贈
ら
れ
て
い
る
。
舘
森
が
面
会
を
申
し
出
た
翁
同
和
（
一
八
三
〇
─
一
九
〇
四
）
は
、
状
元
で
あ
り
、
同
治
、
光
緒
二
代
の
帝
師
を
務
め

た
人
物
で
あ
る
が
、
こ
の
時
に
は
戊
戌
の
変
法
運
動
時
に
維
新
派
を
支
持
し
た
と
し
て
、
す
で
に
「
開
缺
回
籍
」
に
処
さ
れ
て
い
た
。「
瞿
氏
」

と
は
、
古
里
鎮
に
あ
る
鉄
琴
銅
剣
楼
（
蔵
書
楼
）
の
楼
主
で
あ
る
。
こ
の
舘
森
の
記
述
か
ら
、
一
回
目
の
常
熟
訪
問
以
降
も
、
立
庵
と
丁
等
常
熟

の
文
人
と
の
間
の
交
遊
が
続
い
て
い
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
『
立
庵
遺
稿
』
巻
二
の
「
虞
山
唱
酬
集
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
贈
答
詩
の
内
容
か
ら
は
、
当
時
の
清
国
情
勢
に
対
す
る
丁
祖
蔭
、
立
庵
等
の
認
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識
に
つ
い
て
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
丁
は
、「
八
月
十
七
日
與
荒
井
益
、
山
根
虎
臣
、
香
月
梅
外
飲
中
西
学
堂
縦
談
時
事
酒
半

感
賦
（
（（
（

」
と
題
し
て
次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

　
　

旭
日
当
陽
燭
魑
魅　
　
　
　
　

旭き
ょ
く
じ
つ日　

当と
う

陽よ
う　

魑ち

み魅
を
燭て

ら
し

　
　

愁
来
風
雨
驟
難
披　
　
　
　
　

愁
来　

風
雨　

驟に
わ
かか
に
披ひ
ら

き
難
し

　
　

賈
生
痛
哭
屈
原
死　
　
　
　
　

賈か
せ
い生　

痛
哭
す　

屈
原
の
死

　
　

賸
得
狂
懐
付
酒
巵　
　
　
　
　

賸あ
ま

り
得
た
る
狂き
ょ
う
か
い懐　

酒し
ゅ
し巵
に
付た
く

す

　

詩
題
か
ら
も
分
る
と
お
り
、
こ
の
詩
は
一
〇
月
二
日
（
旧
暦
八
月
十
七
日
）、
中
西
学
堂
で
時
事
問
題
に
つ
い
て
、
立
庵
、
図
南
等
と
の
談
話

中
に
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
一
二
日
前
の
九
月
二
一
日
（
八
月
六
日
）、
北
京
で
は
光
緒
帝
、
康
有
為
、
梁
啓
超
ら
に
よ
る
変
法
維
新
運
動

が
、
后
党
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
り
挫
折
さ
せ
ら
れ
、
九
月
二
八
日
（
八
月
十
三
日
）
に
は
、
譚
嗣
同
等
改
革
派
六
名
が
処
刑
さ
れ
る
と
い
う

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
事
件
が
起
き
て
い
る
。「
賈
生
痛
哭
屈
原
死
」
と
い
う
一
句
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
こ
の
詩
は
明
ら
か
に
変
法
維
新
へ
の
弾
圧

に
対
す
る
義
憤
の
情
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
因
み
に
、｢
賈
生｣

は
漢
の
文
帝
に
用
い
ら
れ
た
賈
誼
の
こ
と
。
後
に
公
卿
た
ち
の
そ
ね
み
を

買
い
、
長
沙
王
の
太
傅
に
左
遷
さ
れ
た
。
賈
誼
が
左
遷
先
の
長
沙
に
到
り
、
自
ら
の
不
遇
を
、
世
に
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
憂
国
の
詩
人
屈
原
に
重

ね
合
わ
せ
て
、「
弔
屈
原
賦
」
を
作
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

維
新
運
動
の
挫
折
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
慨
嘆
の
情
は
立
庵
の
漢
詩
か
ら
も
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
常
熟
で
詠
ん
だ
も
の
で
は
な
い
が
、

戊
戌
の
政
変
直
後
に
立
庵
は
「
輓
六
士
詩
」
と
題
す
る
、
政
変
に
よ
っ
て
処
刑
さ
れ
た
楊
深
秀
、
劉
光
第
、
譚
嗣
同
、
林
旭
、
楊
鋭
、
康
広
仁
の

所
謂
「
六
君
子
」
一
人
一
人
に
対
す
る
輓
詩
を
作
り
、
そ
の
死
に
対
す
る
悲
痛
な
思
い
を
書
き
残
し
て
い
る
。
こ
の
「
輓
六
士
詩
（
（（
（

」
は
『
立
庵
詩

鈔
』
巻
上
及
び
『
立
庵
遺
稿
』
巻
一
の
「
晴
猟
雨
読
園
賸
稿
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
譚
嗣
同
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
輓
詩
を
残
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し
て
い
る
。

　
　

就
義
従
容
白
刃
前　
　
　
　
　

義
に
就
き
て
従し
ょ
う
よ
う容た
り　

白
刃
の
前

　
　

肯
将
賦
命
問
青
天　
　
　
　
　

肯
え
て
賦ふ

命め
い

を
将も

つ
て
青
天
に
問
わ
ん

　
　

論
追
酌
古
文
無
匹　
　
　
　
　

論　

古
い
に
し
えを

追つ
い
し
ゃ
く酌し　

文　

匹
た
ぐ
い

無
く

　
　

学
溯
求
仁
書
必
伝　
　
　
　
　

学　

仁
を
溯そ
き
ゅ
う求
し　

書　

必
伝
す

　
　

為
君
子
儒
兼
古
侠　
　
　
　
　

君く
ん
し
じ
ゅ

子
儒
た
り
て　

古
侠
を
兼
ね

　
　

宗
慈
悲
仏
異
狂
禅　
　
　
　
　

慈
悲
仏
を
宗あ
が

め　

狂
禅
に
異
な
れ
り

　
　

自
従
柴
市
文
山
死　
　
　
　
　

柴さ
い
し市　

文
山　

死
し
て
よ
り

　
　

碧
血
痕
新
六
百
年　
　
　
　
　

碧
血　

痕あ
と　

新
し　

六
百
年

　
「
文
山
」
と
は
、
元
朝
へ
の
投
降
を
最
後
ま
で
拒
否
し
、
殉
国
し
た
南
宋
の
丞
相
文
天
祥
（
一
二
三
六
─
一
二
八
二
）
を
指
す
。
因
み
に
、
文

天
祥
が
刑
死
し
た
場
所
は
、
譚
嗣
同
等
と
同
じ
北
京
の
菜
市
口
（
当
時
は
柴
市
口
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
康
有
為
の
弟
で
あ
る
康
広
仁
に
つ
い
て

は
、
次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

　
　

読
書
万
巻
彼
何
功　
　
　
　
　

読
書　

万
巻　

彼　

何
の
功

　
　

嶺
表
成
仁
独
有
公　
　
　
　
　

嶺れ
い
ひ
ょ
う表　

仁
を
成
し
た
る
は　

独
り
公
有
り

　
　

堪
痛
残
骸
委
溝
壑　
　
　
　
　

痛
み
に
堪
え
ん　

残
骸　

溝こ
う
が
く壑
に
委お

ち
た
り

　
　

但
余
怒
気
薄
蒼
穹　
　
　
　
　

た
だ
余
怒
の
気　

蒼そ
う
き
ゅ
う穹に

薄せ
ま

る
の
み
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洛
陽
無
客
哭
彭
越　
　
　
　
　

洛
陽　

彭ほ
う

越え
つ

を
哭
す
客
無
く

　
　

許
下
何
人
埋
孔
融　
　
　
　
　

許
下　

何
人
か　

孔こ
う

融ゆ
う

を
埋
め
ん

　
　

筑
離
軻
歌
今
不
再　
　
　
　
　

筑
離　

軻
歌　

今
は
再
び
せ
ず

　
　

誰
過
燕
市
弔
孤
忠　
　
　
　
　

誰
か
燕
市
を
過よ
ぎ

り
て　

孤
忠
を
弔と
む
らわ
ん

　
「
彭
越
」
は
秦
末
期
、
劉
邦
に
仕
え
た
武
将
。
前
漢
成
立
後
、
劉
邦
の
猜
疑
と
臣
下
の
讒
言
に
よ
り
処
刑
さ
れ
た
。「
孔
融
」
は
後
漢
末
期
の
儒

者
で
、
曹
操
に
よ
り
処
刑
さ
れ
て
い
る
。「
筑
」
は
古
代
の
弦
楽
器
、「
離
」
は
高
漸
離
、「
軻
」
は
荊
軻
を
指
す
。『
史
記
』
刺
客
列
伝
に
は
、
燕

の
太
子
丹
が
荊
軻
を
刺
客
と
し
て
秦
に
送
り
出
す
時
の
様
子
に
つ
い
て
、「
太
子
及
賓
客
知
其
事
者
、
皆
白
衣
冠
以
送
之
。
至
易
水
之
上
、
既
祖

取
道
、
高
漸
離
擊
筑
、
荊
軻
和
而
歌
、
爲
變
徴
之
聲
、
士
皆
垂
涙
涕
泣
」
と
あ
る
。
荊
軻
が
死
を
覚
悟
し
て
旅
立
つ
時
、
親
友
の
高
漸
離
が
筑
を

か
き
鳴
ら
し
、
荊
軻
は
そ
れ
に
和
し
て
「
風
蕭
蕭
兮
易
水
寒
、
壯
士
一
去
兮
不
復
還
」
と
歌
っ
た
と
あ
る
が
、
立
庵
の
詩
に
あ
る
「
筑
離
軻
歌
」

と
は
こ
の
時
の
情
景
を
指
す
。
こ
の
「
輓
六
士
詩
」
の
初
見
の
史
料
は
、
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
一
一
月
の
『
亜
東
時
報
』
第
四
号
で
あ

り
、
深
山
虎
太
郎
の
名
で
「
輓
六
士
七
律
六
首
」
と
題
し
て
掲
載
さ
れ
た（
（（
（

。
字
句
上
に
多
少
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
詩
鈔
及
び
遺
稿
に
収
録
さ

れ
て
い
る
も
の
と
基
本
的
に
は
同
じ
内
容
で
あ
る
。
掲
載
時
期
か
ら
見
て
、
恐
ら
く
常
熟
か
ら
上
海
に
戻
っ
た
直
後
に
制
作
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
立
庵
の
「
輓
六
士
詩
」
に
つ
い
て
、
宋
恕
は
評
語
の
中
で
「
悲
壮
蒼
涼
（
（（
（

」
と
評
し
、
章
炳
麟
は
「
奇
肆
崛
峍
、
無
大
白
不
能
読
、
無
鉄
板
不

能
歌（
（（
（

」
と
絶
賛
す
る
。
因
み
に
、
こ
こ
で
章
が
言
う
「
大
白
」
と
は
、
漢
語
に
「
浮
一
大
白
」
と
い
う
成
語
が
あ
る
よ
う
に
、
酒
の
こ
と
で
あ

り
、「
鉄
板
」
と
は
鉄
綽
板
と
も
言
い
、
古
代
中
国
に
お
い
て
歌
唱
時
に
用
い
た
伴
奏
用
の
器
具
を
指
す
。
ま
た
周
岸
登
は
立
庵
の
「
輓
六
士

詩
」
へ
の
評
語
の
中
で
「
六
士
成
仁
之
日
、
余
曾
目
撃
悲
痛
之
極
、
只
在
青
蓮
庵
伏
裴
邨
先
生
棺
一
哭
、
毎
欲
誄
行
写
哀
、
至
今
不
能
成
一
字
。

読
立
庵
詩
怦
怦
然
、
動
三
歩
腹
痛
之
感
矣
（
（（
（

」
と
記
し
て
い
る
。

　

周
岸
登
（
一
八
七
二
─
一
九
四
二
）
は
、
四
川
省
威
遠
県
の
人
。
字
は
道
援
、
号
は
癸
叔
。
光
緒
一
八
年
（
一
八
九
二
）
に
郷
試
に
合
格
し
て
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挙
人
と
な
り
、
清
末
期
に
は
広
西
省
陽
朔
、
蒼
梧
二
県
の
知
県
に
就
任
。
主
な
著
作
に
『
蜀
雅
』
全
一
二
巻
（
民
国
二
〇
年
、
一
九
三
一
年
刊
）

が
あ
る
。
周
の
評
語
に
あ
る
「
裴
邨
」
と
は
、
処
刑
さ
れ
た
「
六
君
子
」
の
一
人
劉
光
第
（
一
八
五
九
─
一
八
九
八
）
の
号
で
あ
る
が
、
劉
は
詩

人
と
し
て
も
有
名
で
あ
り
、
ま
た
周
岸
登
と
同
じ
四
川
省
出
身
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
前
よ
り
周
と
は
何
ら
か
の
親
交
が
あ
っ
と
も
の
と
考
え

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
変
法
維
新
運
動
の
挫
折
後
、
維
新
派
を
支
持
し
て
い
た
清
国
の
紳
士
が
、
刑
死
し
た
「
六
君
子
」
に
つ
い
て
輓
詩
を
書
き
残

し
た
ケ
ー
ス
は
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
が（
（（
（

、
日
本
人
で
「
六
君
子
」
に
輓
詩
を
書
い
た
の
は
、
管
見
の
限
り
で
は
立
庵
の
み
で
あ
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
変
法
維
新
運
動
の
挫
折
が
、
中
国
の
改
良
派
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
の
興
亜
論
者
に
と
っ
て
も
、
大
き
な
衝
撃
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ

せ
る
。

　

以
下
は
丁
祖
蔭
が
一
〇
月
二
三
日
（
旧
暦
九
月
七
日
）
に
常
熟
で
立
庵
に
送
っ
た
詩
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
丁
、
立
庵
両
者
の
清
国
を
め
ぐ
る

時
事
問
題
に
対
す
る
見
解
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。

　

九
月
七
日
贈
山
根
虎
臣
（
（（
（

（
丁
祖
蔭
）

　
　

蕭
然
鸞
鶴
結
芳
隣　
　
　
　
　

蕭
然
と
し
て　

鸞え
ん

鶴か
く

と
芳
隣
を
結
び

　
　

家
住
青
山
不
厭
貧　
　
　
　
　

家　

青せ
い
ざ
ん山

に
住
み
て　

貧
し
き
を
厭い
と

わ
ず

　
　

黒
夜
常
摩
詩
酒
塁　
　
　
　
　

黒
夜　

常
に
摩ま

す　

詩
酒
の
塁

　
　

白
雲
無
礙
薜
蘿
身　
　
　
　
　

白
雲　

礙さ
ま
たぐ
る
こ
と
無
し　

薜へ
い
ら蘿
の
身

　
　

新
亭
泣
血
空
傷
晋　
　
　
　
　

新
亭
の
泣
き
ゅ
う

血け
つ　

空
し
く
晋
を
傷
み

　
　

東
海
澂
流
肯
帝
秦　
　
　
　
　

東
海
の
澂
ち
ょ
う
り
ゅ
う
流　

肯あ

え
て
秦
を
帝
と
な
さ
ん

　
　

願
訂
十
年
聯
袂
約　
　
　
　
　

願
わ
く
は
訂
せ
ん　

十
年
聯れ
ん

袂べ
い

の
約

　
　

與
君
同
飽
五
湖
春　
　
　
　
　

君
と
同と
も

に
飽
か
ん　

五
湖
の
春
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第
一
聯
と
第
二
聯
で
は
、
自
由
奔
放
で
詩
酒
を
好
ん
だ
立
庵
の
中
国
で
の
生
活
を
描
写
し
て
い
る
。
第
五
句
の
「
新
亭
」
に
関
し
て
は
、『
世

説
新
語
』
言
語
編
に
「
過
江
諸
人
、
毎
至
美
日
、
輒
相
邀
新
亭
、
藉
卉
飲
宴
。
周
候
中
坐
而
嘆
曰
風
景
不
殊
、
正
自
有
山
河
之
異
。
皆
相
視
流

涙
。
唯
王
丞
相
愀
然
亮
色
曰
当
共
戮
力
王
室
、
克
復
神
州
、
何
至
作
楚
囚
相
対
」
と
あ
る
。
東
晋
初
年
、
江
南
に
逃
れ
て
き
た
晋
の
遺
臣
達
が
新

亭
に
会
し
、
故
国
晋
を
思
い
な
が
ら
共
に
落
涙
し
た
と
い
う
故
事
で
あ
る
が
、
丁
詩
の
中
で
は
、
壮
志
を
抱
く
変
法
維
新
派
を
含
む
当
時
の
憂
国

の
士
一
般
を
指
し
て
言
っ
た
も
の
で
あ
り
、
彼
等
の
憂
国
の
情
が
政
府
や
社
会
に
理
解
さ
れ
な
い
こ
と
に
対
す
る
不
満
が
吐
露
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
第
六
句
の
「
東
海
澂
流
」
と
は
戦
国
時
代
の
斉
の
魯
仲
連
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。『
戦
国
策
』
に
は
、
魯
仲
連
の
言
葉
と
し
て
「
彼
秦
、
棄

礼
儀
、
上
首
功
之
国
也
、
権
使
其
士
、
虜
使
其
民
、
彼
則
肆
然
而
為
帝
、
過
而
遂
正
於
天
下
、
則
連
有
赴
東
海
而
死
耳
、
吾
不
忍
為
之
民
也
」
と

あ
る
。
魯
仲
連
が
遊
歴
先
の
趙
で
、
魏
の
使
者
で
あ
る
新
垣
衍
に
対
し
、
秦
の
称
帝
を
容
認
し
て
、
そ
の
臣
民
に
な
る
く
ら
い
な
ら
、
東
海
に
身

を
投
じ
て
死
ぬ
の
み
で
あ
る
と
語
っ
た
と
い
う
故
事
で
あ
る
が
、
丁
詩
の
中
で
は
、
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
末
以
降
、
領
土
の
強
制
租
借
に

よ
り
中
国
分
割
を
進
め
て
い
た
西
洋
列
強
を
「
秦
」
に
例
え
た
も
の
と
看
做
す
こ
と
が
で
き
、
列
強
の
政
策
に
対
す
る
不
屈
の
精
神
を
吐
露
し
た

も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
当
時
の
時
勢
か
ら
察
し
て
、「
新
亭
泣
血
空
傷
晋
、
東
海
澂
流
肯
帝
秦
」
と
は
、
変
法
運
動
を
弾
圧
し
た
清
朝
政
府
と
中

国
分
割
競
争
を
進
め
る
西
洋
列
強
の
両
者
に
対
す
る
強
烈
な
不
満
を
述
べ
た
句
で
あ
り
、
在
野
の
改
良
派
の
立
場
か
ら
の
憂
国
の
至
情
が
見
て
取

れ
る
。

　

ま
た
「
虞
山
唱
酬
集
」
に
は
、
立
庵
と
図
南
が
常
熟
を
離
れ
る
直
前
に
丁
が
二
人
に
贈
っ
た
と
思
わ
れ
る
次
の
よ
う
な
詩
も
掲
載
さ
れ
て
い

る
。

　

感
懐
贈
山
根
虎
臣
荒
井
益
（
（（
（

（
丁
祖
蔭
）

　
　

方
従
杯
酒
識
英
雄　
　
　
　
　

方ま
さ

に
杯は
い
し
ゅ酒
に
従
い
て
英
雄
を
識し

り
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文
字
論
交
肝
胆
通　
　
　
　
　

文
字
論
交
し　

肝か
ん
た
ん胆
通
ず

　
　

世
界
已
成
顛
倒
夢　
　
　
　
　

世
界
已す
で

に
成
れ
り　

顛
倒
の
夢

　
　

人
生
倶
是
可
憐
蟲　
　
　
　
　

人
生
倶と
も

に
こ
れ　

可
憐
の
蟲

　
　

東
来
海
水
群
飛
日　
　
　
　
　

東
来　

海
水　

群ぐ
ん
ぴ飛
す
る
日

　
　

南
渡
江
山
醉
舞
中　
　
　
　
　

南
渡　

江
山　

酔す
い

舞む

の
中

　
　

差
喜
騎
鯨
瀛
島
客　
　
　
　
　

差や
や

喜
ぶ
は　

鯨
に
騎
り
た
る
瀛え
い

島と
う

の
客

　
　

尚
余
長
剣
倚
蒼
空　
　
　
　
　

尚な
お

長
剣
を
余あ
ま

し
て　

蒼
空
に
倚よ

る

丁
は
こ
の
詩
の
中
で
も
、
立
庵
、
図
南
二
人
の
識
見
と
気
概
に
対
し
て
敬
意
を
表
す
と
共
に
、
国
際
情
勢
の
急
変
と
清
朝
政
府
の
態
度
に
対
す
る

不
満
を
述
べ
て
い
る
。
当
時
の
政
治
情
勢
か
ら
察
し
て
、「
東
来
海
水
群
飛
日
、
南
渡
江
山
醉
舞
中
」
の
一
聯
は
、
群
飛
す
る
よ
う
に
迫
り
来
る

外
患
と
そ
の
よ
う
な
時
勢
に
お
い
て
も
尚
酔
夢
か
ら
覚
め
な
い
清
朝
政
府
を
言
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
一
聯
か
ら
も
、
明
治
三
〇
年
（
一
八

九
七
）
一
一
月
の
ド
イ
ツ
の
膠
州
湾
占
領
に
端
を
発
し
た
列
強
に
よ
る
中
国
分
割
競
争
の
激
化
と
そ
れ
に
対
す
る
清
朝
政
府
の
無
為
無
策
と
い
う

事
態
が
、
常
熟
の
エ
リ
ー
ト
層
に
お
い
て
重
く
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
丁
は
第
二
句
で
、
立
庵
と
図
南
に
対
し
「
文
字
論

交
肝
胆
通
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
間
、
三
人
の
間
で
清
国
を
め
ぐ
る
時
事
問
題
に
つ
い
て
多
く
の
議
論
が
も
た
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
（
（（
（

。
特
に
「
肝
胆
通
ず
」
と
あ
る
点
は
、
丁
、
立
庵
、
図
南
三
者
の
当
時
の
清
国
情
勢
に
対
す
る
認
識
が
基
本
的
に
一
致
し
て
い
た
こ
と
を
意
味

し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
丁
が
国
際
情
勢
や
清
国
政
府
に
対
し
て
抱
い
た
危
機
意
識
や
不
満
は
立
庵
や
図
南
に
も
共
有
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え

て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　

立
庵
は
丁
詩
に
和
韻
し
、
次
の
よ
う
に
詠
じ
て
い
る
。
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次
韵
酬
丁
祖
蔭
（
（（
（

（
立
庵
）

　
　

胆
気
独
佽
牛
背
雄　
　
　
　
　

胆
気　

独
り
佽く
ら

ぶ　

牛
背
の
雄

　
　

河
汾
講
学
笑
王
通　
　
　
　
　

河
汾
に
学
を
講
じ　

王
通
を
笑
う

　
　

万
言
文
字
連
春
蚓　
　
　
　
　

万
言
の
文
字　

春し
ゅ
ん
い
ん蚓を
連
ね

　
　

絶
代
著
書
委
蠧
蟲　
　
　
　
　

絶
代
の
著
書　

蠧と

蟲ち
ゅ
うに
委ま
か

す

　
　

何
若
酣
歌
樽
酒
側　
　
　
　
　

何
ぞ　

酣か
ん

歌か

樽そ
ん

酒し
ゅ

の
側
に
若
か
ん

　
　

任
他
醉
倒
綺
羅
中　
　
　
　
　

任
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
他　

醉
倒
せ
ん　

綺き

ら羅
の
中

　
　

真
龍
千
古
竟
難
起　
　
　
　
　

真
龍　

千
古　

竟つ
い

に
起
き
難
く

　
　

大
息
晋
陽
紫
気
空　
　
　
　
　

大た
い
そ
く息
す　

晋
陽　

紫
気
の
空む
な

し
き
を

第
一
聯
の
「
牛
背
雄
」
と
は
隋
末
、
煬
帝
に
反
旗
を
翻
し
た
李
密
の
こ
と
で
あ
り
、
同
じ
く
「
王
通
」
も
隋
末
の
大
儒
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
丁

が
両
者
に
勝
る
気
概
と
才
知
を
備
え
て
い
る
と
し
て
賛
美
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
聯
で
は
丁
の
熱
心
な
著
述
活
動
を
詠
じ
て
い
る
が
、
同
時
に

そ
の
「
絶
代
の
著
書
」
が
国
難
を
救
う
に
は
至
ら
な
い
こ
と
を
嘆
き
惜
し
ん
で
い
る
。
第
三
聯
は
、
そ
の
字
面
の
意
味
と
は
裏
腹
に
、
清
国
の
時

勢
に
対
す
る
哀
感
と
遣
る
瀬
無
さ
が
託
さ
れ
た
表
現
と
し
て
読
む
べ
き
で
あ
る
。
第
四
聯
の
「
真
龍
」
は
国
難
を
救
う
英
雄
、
こ
こ
で
は
清
朝
の

近
代
的
改
革
を
担
う
人
物
を
言
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
晋
陽
」
は
唐
高
祖
李
淵
が
初
め
て
武
装
決
起
し
た
場
所
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
「
紫
気
」

即
ち
帝
王
の
気
が
「
空
」
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
清
朝
の
国
運
の
衰
退
を
言
っ
た
も
の
で
あ
り
、
立
庵
は
そ
の
現
状
を
歎
い
て
い
る
わ
け
で
あ

る
。
一
方
、
図
南
は
丁
詩
に
対
し
、
次
の
よ
う
に
酬
答
し
て
い
る
。

　

次
韵
答
丁
芝
孫
（
（（
（

（
図
南
）
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論
兵
談
剣
意
豪
雄　
　
　
　
　

論
兵　

談
剣　

意　

豪
雄
た
り

　
　

肝
胆
真
従
一
見
通　
　
　
　
　

肝
胆　

真
に
従
い　

一
見
し
て
通
ず

　
　

列
国
方
為
負
嵎
虎　
　
　
　
　

列
国
方
に
為
る　

負ふ
ぐ
う嵎
の
虎

　
　

諸
公
惟
学
叩
頭
蟲　
　
　
　
　

諸
公
惟た

だ
学
ぶ　

叩
頭
の
蟲

　
　

新
亭
名
士
煙
波
外　
　
　
　
　

新
亭　

名
士　

煙え
ん
ぱ波

の
外

　
　

旧
国
江
山
荊
棘
中　
　
　
　
　

旧
国　

江
山　

荊け
い
き
ょ
く棘の
中

　
　

安
得
與
君
同
上
馬　
　
　
　
　

安
く
ん
ぞ
君
と
同と
も

に
上
馬
す
る
を
得
ん
や

　
　

指
揮
忽
見
虜
城
空　
　
　
　
　

指
揮
せ
ば
忽
ち
見
ん　

虜
城
の
空
し
き
を

　

こ
の
詩
は
『
図
南
遺
稿
』
巻
三
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
丁
詩
と
同
じ
く
、
列
強
の
強
硬
な
占
領
政
策
と
そ
れ
に
対
し
妥
協
的

な
態
度
を
と
り
続
け
る
清
朝
政
府
を
叱
責
し
た
も
の
で
あ
り
、
特
に
第
四
聯
で
、
丁
と
共
に
奮
起
し
、
欧
米
の
政
策
に
対
抗
す
る
意
思
を
表
明
し

て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

三
　
清
国
文
人
の
立
庵
へ
の
評
価

　

立
庵
は
辛
亥
革
命
直
前
の
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
八
月
、
病
に
よ
り
山
口
県
萩
に
て
死
去
し
た
。
そ
の
六
年
後
の
大
正
六
年
（
一
九
一

七
）
五
月
、
東
亜
実
進
社
か
ら
『
立
庵
遺
稿
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
遺
稿
に
は
丁
祖
蔭
と
周
岸
登
の
二
人
が
そ
れ
ぞ
れ
序
を
寄
せ
て
い
る
。
丁
序

は
、
立
庵
が
死
去
し
た
翌
年
の
民
国
元
年
（
大
正
元
、
一
九
一
二
）
八
月
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
初
め
て
の
虞
山
で
の
交
遊
か
ら
す
で
に
一
四
年

の
年
月
が
過
ぎ
て
お
り
、
時
に
丁
は
辛
亥
革
命
後
の
混
乱
の
中
、
県
内
の
紳
士
層
の
推
挙
に
よ
り
、
常
熟
県
の
民
政
長
に
就
任
し
て
い
た
。
丁
序
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の
全
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

兪
曲
園
先
生
序
東
瀛
詩
選
、
嘗
曰
假
鉛
槧
之
事
與
東
瀛
諸
君
子
結
文
字
因
縁
、
其
中
所
述
往
往
於
姓
氏
之
下
略
記
其
出
処
大
概
、
学
問
源

流
。
可
見
詩
文
深
契
、
異
地
同
揆
。
其
間
偉
人
傑
士
聯
袂
来
遊
、
抒
其
所
得
、
以
播
為
聲
歌
、
形
諸
楮
墨
、
固
為
我
邦
人
士
心
醉
也
久
矣
。

立
庵
先
生
詩
壇
之
盟
主
、
文
界
之
鉅
子
也
。
余
嘗
獲
與
交
、
毎
当
春
榭
樽
開
、
秋
山
屐
冷
時
、
得
追
随
其
際
、
一
聆
言
論
以
為
快
。
及
退
而

読
其
詩
、
則
杜
老
傷
秋
之
意
、
放
翁
憂
国
之
思
、
輙
流
露
於
字
裏
行
間
、
令
人
俯
仰
悲
歌
而
不
能
置
、
乃
恍
然
於
立
庵
先
生
之
為
真
詩
人
真

志
士
也
。
当
余
獲
交
先
生
之
際
起
、
視
吾
国
文
明
進
化
尚
在
萌
芽
、
能
以
提
倡
改
革
為
己
任
者
、
曽
有
幾
人
。
先
生
一
東
亜
寓
公
、
独
能
託

論
説
以
諷
時
、
著
詩
文
以
警
世
、
不
惜
大
聲
疾
呼
、
為
吾
国
人
士
作
当
頭
棒
、
清
夜
鐘
。
此
余
所
引
為
知
己
而
竊
用
自
愧
者
也
。
今
不
見
先

生
也
久
矣
。
偶
獲
其
片
羽
吉
光
、
零
金
碎
玉
、
諷
誦
一
過
、
猶
能
髣
髴
生
平
、
然
終
以
未
窺
全
豹
為
憾
也
。
今
秋
承
海
津
先
生
之
介
紹
、
得

読
先
生
詩
鈔
、
知
先
生
湖
海
遨
遊
、
滄
桑
涕
涙
、
具
一
腔
熱
血
隨
地
傾
瀉
。
元
龍
豪
気
耶
、
屈
子
牢
愁
耶
。
是
直
可
当
詩
史
読
已
。
乃
東
瀛

諸
同
志
復
欲
広
集
先
生
曩
日
登
載
報
章
之
論
説
、
以
至
生
平
詩
文
及
其
尺
牘
、
裒
集
遺
稿
、
蔚
為
大
観
。
且
以
序
属
余
、
余
不
文
、
顧
不
獲

辞
、
爰
抽
餘
晷
謹
弁
高
文
。
非
敢
謂
区
区
数
言
足
表
先
生
於
万
一
也
、
亦
聊
如
曲
園
所
云
與
東
瀛
諸
君
子
結
文
字
因
縁
已
爾
。
嗟
乎
、
十
年

旧
夢
曽
挑
夜
雨
之
燈
、
一
巻
新
詩
送
到
清
風
之
句
。
湖
山
如
昔
、
墓
草
已
陳
。
是
又
読
先
生
之
零
篇
剰
墨
而
神
往
於
虚
廓
張
筵
、
剣
門
躡
屐

時
也
。
乃
不
揣
固
陋
而
為
之
序
。

　

民
国
紀
元
壬
子
秋
八
月
常
熟
丁
祖
蔭
芝
孫
識
於
民
政
署
齋（
（（
（

　

丁
は
、
民
国
元
年
（
一
九
一
二
）
秋
、
在
華
日
本
人
海
津
の
紹
介
に
よ
り
、
同
年
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
立
庵
詩
鈔
』
を
読
む
機
会
を
得
、
そ

の
後
、
立
庵
の
生
前
の
詩
文
を
収
集
し
て
い
た
日
本
人
か
ら
、
遺
稿
の
序
の
執
筆
を
依
頼
さ
れ
た
と
い
う
。
冒
頭
に
あ
る
「
兪
曲
園
」
は
『
東
瀛

詩
選
』
を
編
集
し
た
清
末
の
学
者
兪
樾（
（（
（

の
こ
と
。
丁
序
は
立
庵
に
つ
い
て
「
詩
壇
の
盟
主
、
文
界
の
鉅
子
」
と
評
し
て
い
る
が
、
同
時
に
「
先
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生
、
一
東
亜
の
寓
公
に
し
て
、
独
り
能
く
論
説
に
託
し
て
以
て
時
を
諷
し
、
詩
文
を
著
し
て
以
て
世
を
警
す
。
惜
し
ま
ず
大
聲
疾
呼
し
、
吾
国
人

士
の
た
め
当
頭
棒
、
清
夜
鐘
を
作
す
。
こ
れ
余
引
い
て
知
己
と
な
し
、
竊
か
に
用
っ
て
自
ら
愧
じ
る
所
の
者
な
り
」
と
述
べ
て
お
り
、
清
末
の
知

識
人
達
か
ら
は
、
漢
詩
人
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
変
法
改
革
の
熱
心
な
支
持
者
・
実
践
者
と
し
て
も
広
く
認
知
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
さ

に
そ
の
よ
う
な
清
国
の
人
士
と
艱
難
を
共
に
す
る
姿
勢
こ
そ
が
、
立
庵
を
知
己
と
看
做
し
、
敬
重
す
る
所
以
で
あ
っ
た
と
丁
序
は
述
べ
て
い
る
。

　

一
方
、
周
岸
登
は
序
の
中
で
立
庵
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
書
き
記
し
て
い
る
。

　
（
前
略
）
山
根
立
庵
日
本
志
士
也
、
為
亜
東
時
報
主
筆
。
其
遨
遊
我
邦
、
與
都
人
士
相
往
還
、
幾
十
易
寒
暑
矣
。
余
耳
其
名
、
且
夙
読
其

詩
、
未
伸
良
覿
、
竊
引
為
憾
。
今
得
披
其
全
稿
、
慷
慨
激
昂
、
離
奇
倜
儻
、
聲
震
金
石
、
韻
流
管
弦
（
中
略
）
関
懐
大
局
、
不
惜
大
聲
急

呼
、
醒
黄
人
之
噩
夢
、
慮
欧
力
之
東
侵
、
発
為
詩
歌
、
長
言
永
歎
。
此
又
立
庵
激
切
之
隠
衷
、
毎
流
露
於
篇
什
中
者
也
。
竊
願
壇
坫
名
流
、

鴻
博
君
子
、
発
揚
蹈
厲
、
共
表
同
情
。
読
立
庵
之
詩
、
際
此
滄
海
横
流
、
競
争
激
烈
、
国
恥
未
雪
、
大
厦
将
傾
、
当
有
悁
然
而
悲
、
憤
然
而

起
者
矣
。
郵
書
諈
序
、
爰
述
后
言
、
聊
備
二
国
輶
軒
之
故
実
、
亦
以
為
予
與
立
庵
文
字
神
交
之
左
券
云
耳
（
（（
（

。

こ
れ
は
も
と
も
と
『
立
庵
詩
鈔
』
の
序
で
あ
っ
た
が
、
西
田
鳴
渓
も
し
く
は
白
岩
龍
平
が
『
立
庵
遺
稿
』
を
編
集
す
る
際
に
、
遺
稿
の
序
と
し
て

再
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。「
未
伸
良
覿
、
竊
引
為
憾
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
周
と
立
庵
と
の
間
に
直
接
の
面
識
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

詩
鈔
及
び
遺
稿
所
収
の
詩
の
評
語
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
周
岸
登
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
周
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
、
詩
鈔

に
序
や
評
語
を
寄
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
周
が
こ
の
序
を
書
い
た
の
は
、
立
庵
が
ま
だ
健
在
で
あ
っ
た
明
治
三
八
年
（
光

緒
三
一
、
一
九
〇
五
）
の
春
で
あ
り
、
右
の
序
に
「
郵
書
諈
序
、
爰
述
后
言
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
立
庵
が
書
簡
で
、
自
ら

の
詩
稿
の
序
文
及
び
評
語
の
執
筆
を
周
に
依
頼
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
右
に
引
用
し
た
周
序
に
は
、
立
庵
の
漢
詩
及
び
彼
が
掲
げ
る
興
亜
主
義
へ

の
周
自
身
の
傾
倒
ぶ
り
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
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お
わ
り
に

　

小
論
で
は
、
山
根
立
庵
の
清
国
渡
航
後
の
漢
詩
、
特
に
江
蘇
常
熟
の
丁
祖
蔭
と
の
間
で
贈
答
、
唱
和
さ
れ
た
漢
詩
を
中
心
に
考
察
を
行
っ
た
。

そ
れ
ら
の
詩
は
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
九
月
の
戊
戌
政
変
直
後
に
唱
和
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
立
庵
、
丁
祖
蔭
等
の
親
交
ぶ
り
と

と
も
に
、
戊
戌
政
変
や
清
国
を
め
ぐ
る
国
際
情
勢
に
対
す
る
認
識
が
投
影
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
常
熟
で
の
丁
と
の
交
遊
に
関
し

て
は
、「
虞
山
唱
酬
集
」
所
収
の
二
〇
数
首
の
漢
詩
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
時
両
者
の
間
で
も
た
れ
た
議
論
の
詳
細
に
つ
い
て
は
知

る
由
も
な
い
が
、
残
さ
れ
た
贈
答
詩
、
唱
酬
詩
の
内
容
か
ら
は
、
立
庵
や
図
南
が
西
洋
列
強
に
よ
る
清
国
分
割
と
そ
れ
に
対
す
る
清
朝
政
府
の
妥

協
的
な
態
度
及
び
変
法
運
動
に
対
す
る
清
朝
政
府
の
圧
殺
と
い
う
事
実
を
、
丁
と
共
に
極
め
て
批
判
的
に
と
ら
え
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

換
言
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
立
庵
及
び
図
南
の
変
法
改
革
へ
の
支
持
や
西
洋
列
強
の
ア
ジ
ア
侵
出
へ
の
対
抗
を
基
調
と
し
た
興
亜
論
的
な
思
想
傾
向

が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
変
法
維
新
を
積
極
的
に
支
持
し
、
清
国
と
と
も
に
興
亜
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
対
外
的
態
度
は
、
白

岩
龍
平
を
は
じ
め
当
時
の
多
く
の
在
華
日
本
人
達
に
共
有
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
立
庵
自
身
が
書
い
た
『
亜
東
時
報
』
の
論
説
や

『
立
庵
遺
稿
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
他
の
詩
作
な
ど
か
ら
も
十
分
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
日
清
戦
争
後
の
中
国
で
は
変
法
の
機
運
が

高
ま
る
中
、
一
部
の
知
識
人
の
間
で
は
、
対
外
認
識
の
面
で
日
本
の
興
亜
論
に
同
調
す
る
雰
囲
気
が
醸
成
さ
れ
て
い
た（
（（
（

。
そ
の
こ
と
が
興
亜
主
義

を
掲
げ
て
中
国
で
論
陣
を
張
っ
た
立
庵
へ
の
評
価
へ
と
つ
な
が
っ
た
側
面
も
見
逃
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

立
庵
が
清
国
滞
在
中
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
言
論
活
動
を
展
開
し
、
清
国
の
輿
論
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
、
と
い
う
点
に
関
し

て
は
、『
亜
東
時
報
』
全
体
の
分
析
も
含
め
て
、
今
後
の
研
究
の
中
で
あ
ら
た
め
て
論
じ
て
い
き
た
い
。
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注（
１
）　

中
下
正
治
『
新
聞
に
見
る
日
中
関
係
史
』
研
文
出
版
、
一
九
九
六
年
。

（
２
）　

中
村
義
『
白
岩
龍
平
日
記
─
─
ア
ジ
ア
主
義
実
業
家
の
生
涯
』
研
文
出
版
、
一
九
九
九
年
。

（
３
）　
『
亜
東
時
報
』
第
一
号
、
明
治
三
一
年
六
月
二
五
日
、
一
─
二
頁
。
立
庵
は
こ
の
序
の
中
で
、「
同
文
之
邦
」
で
あ
る
日
中
両
国
は
、
明
治
四
年
の
日
清
修
好
条

規
締
結
時
に
「
唇
歯
之
誼
」
を
結
ん
だ
が
、
そ
の
後
台
湾
、
琉
球
を
め
ぐ
っ
て
相
争
い
、
日
清
戦
争
に
ま
で
発
展
し
た
。
西
力
東
漸
の
危
機
の
下
、
同
じ
ア
ジ
ア

に
属
す
る
日
清
両
国
は
本
来
協
力
し
て
欧
米
諸
国
に
対
抗
し
、「
興
亜
之
大
計
」
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
こ
の
よ
う
に
兄
弟
が
干
戈
を
交
え
、
血
を

流
す
に
至
っ
た
の
は
、
悲
惨
の
極
み
で
あ
る
。
そ
れ
は
両
国
国
民
の
志
が
通
っ
て
お
ら
ず
、
互
い
の
言
語
、
人
情
、
制
度
、
学
術
に
関
す
る
理
解
が
欠
如
し
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
今
後
、
両
国
国
民
は
互
い
の
志
を
通
わ
せ
、
交
誼
を
敦
く
し
、「
興
亜
」
の
た
め
に
共
に
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
『
亜

東
時
報
』
を
発
刊
し
て
、「
両
国
民
の
志
を
通
わ
せ
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
初
期
ア
ジ
ア
主
義
者
に
よ
る
文
化
共
同
体
的
志
向
に
立
脚
し
た
興
亜
論
と

い
え
よ
う
。

（
４
）　

東
亜
同
文
会
編
『
対
支
回
顧
録
』
上
巻
、
原
書
房
、
一
九
六
八
年
、
七
一
六
頁
。
立
庵
の
事
跡
に
関
し
て
は
『
対
支
回
顧
録
』
及
び
『
東
亜
先
覚
志
士
記
伝
』

所
収
の
列
伝
が
参
考
に
な
る
。
恐
ら
く
こ
の
二
つ
が
立
庵
に
関
す
る
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
伝
記
資
料
と
い
え
る
。
例
え
ば
、『
東
亜
先
覚
志
士
記
伝
』
は
、
上
海
渡

航
後
の
立
庵
に
つ
い
て
、「
亜
東
時
報
に
筆
を
執
る
に
及
び
、
そ
の
学
問
文
章
は
忽
ち
支
那
の
読
書
人
の
間
に
認
め
ら
れ
、
練
達
自
在
の
漢
文
は
王
昭
や
章
炳
麟

を
し
て
、
日
本
人
に
し
て
時
文
を
善
く
す
る
此
の
如
き
者
あ
る
か
と
讃
歎
せ
し
め
た
。
操
觚
を
以
て
南
方
支
那
人
を
教
化
し
た
る
も
の
彼
の
如
き
は
未
だ
曾
て
無

し
と
称
せ
ら
れ
る
」
と
の
評
価
を
与
え
て
い
る
。

（
５
）　

入
谷
仙
介
『
近
代
文
学
と
し
て
の
明
治
漢
詩
』（
研
文
出
版
、
一
九
八
九
年
）
第
四
章
「
異
邦
人
と
し
て
」。

（
６
）　

入
谷
仙
介
「
山
根
立
庵
初
期
詩
注
釈
」、『
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文
化
』（
山
口
大
学
ア
ジ
ア
歴
史
文
化
研
究
会
）
第
五
号
、
二
〇
〇
一
年
五
月
。

（
７
）　
『
立
庵
遺
稿
』
白
岩
龍
平
跋
（『
立
庵
遺
稿
』
下
巻
、
六
六
頁
）

（
８
）　
『
対
支
回
顧
録
』
下
巻
、
九
七
六
─
九
七
七
頁
。

（
９
）　 

注
（
８
）、
九
七
八
頁
。

（
10
）　
『
東
亜
先
覚
志
士
記
伝
』
下
巻
、
二
二
八
頁
。

（
11
）　

宋
恕
撰
「
贈
山
根
立
庵
」、
胡
珠
生
編
『
宋
恕
集
』
中
華
書
局
、
一
九
九
三
年
、
八
二
一
頁
。

（
12
）　

永
井
禾
原
『
西
游
詩
続
稿
』
巻
一
の
一
八
頁
及
び
巻
二
の
三
二
頁
。
一
首
目
の
「
綬
経
」
は
『
訳
書
公
会
報
』
の
創
刊
者
の
一
人
董
康
、「
伯
元
」
は
『
游
戯

報
』
の
創
刊
者
李
伯
元
、「
惜
香
」
は
駐
上
海
総
領
事
小
田
切
万
寿
之
助
、「
淮
陰
」
は
大
阪
朝
日
新
聞
社
上
海
特
派
員
牧
巻
次
郎
を
指
す
。
ま
た
二
首
目
の
「
汪

甘
卿
」
は
文
廷
式
の
門
人
汪
鍾
霖
を
指
し
、「
文
実
甫
」
は
文
廷
式
の
弟
の
文
廷
華
の
こ
と
で
あ
る
。

（
13
）　

拙
稿
「
清
末
江
蘇
省
常
熟
的
地
方
自
治
思
潮
與
留
日
学
生
─
─
『
徐
兆
瑋
日
記
』
相
関
内
容
述
評
」、
王
勇
編
『
中
日
関
係
的
歴
史
軌
跡
』、
上
海
辞
書
出
版

社
、
二
〇
一
〇
年
。
同
「
常
熟
図
書
館
所
蔵
『
徐
兆
瑋
日
記
』
稿
本
の
日
本
留
学
関
連
記
事
に
つ
い
て
」『
東
ア
ジ
ア
文
化
環
流
』（
東
方
書
店
）
第
二
編
第
二
号

（
通
巻
第
四
号
）、
二
〇
〇
九
年
七
月
。
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（
14
）　

南
京
図
書
館
蔵
『
常
熟
丁
府
君
墓
志
銘
』
拓
本
。

（
15
）　
『
図
南
遺
稿
』
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
荒
井
甲
子
之
助
の
中
国
観
─
─
『
図
南
遺
稿
』
を
中
心
に
」（『
千
葉
史
学
』
五
九
号
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
）
を
参
照

の
こ
と
。

（
16
）　
『
図
南
遺
稿
』
山
根
虎
臣
序
（
南
京
図
書
館
蔵
『
図
南
遺
稿
』、
一
九
〇
三
年
二
月
、
三
頁
）。

（
17
）　

丁
祖
蔭
、
徐
兆
瑋
等
編
『
重
修
常
昭
合
志
』
巻
九
、
学
校
志
、
三
七
頁
。
尚
、
引
用
文
に
あ
る
「
昭
文
」
と
は
、
雍
正
年
間
に
常
熟
県
の
東
境
に
置
か
れ
た
昭

文
県
の
こ
と
で
あ
り
、
両
県
は
常
昭
両
邑
と
し
て
一
括
管
理
の
下
に
置
か
れ
て
い
た
。
辛
亥
革
命
後
は
合
併
し
、
名
称
も
常
熟
県
に
統
一
さ
れ
た
。

（
18
）　
「
虞
山
唱
酬
集
」『
立
庵
遺
稿
』
巻
二
、
二
三
頁
。

（
19
）　
「
晴
猟
雨
読
園
賸
稿
」『
立
庵
詩
鈔
』
巻
上
、
二
一
─
二
二
頁
。

（
20
）　

注
（
18
）
に
同
じ
。

（
21
）　

注
（
18
）、
二
五
頁
。

（
22
）　

注
（
18
）、
二
六
頁
。

（
23
）　

舘
森
袖
海
撰
「
姑
蘇
記
遊
」、『
拙
存
園
叢
稿
』
巻
一
、
一
七
─
一
八
頁
。

（
24
）　

注
（
18
）、
二
三
頁
。

（
25
）　
「
晴
猟
雨
読
園
賸
稿
」『
立
庵
詩
鈔
』
巻
上
、
一
二
─
一
三
頁
及
び
『
立
庵
遺
稿
』
巻
一
、
一
三
─
一
四
頁
。

（
26
）　
『
亜
東
時
報
』
第
四
号
、
明
治
三
一
年
一
一
月
一
五
日
、
二
七
─
二
八
頁
。

（
27
）　
「
晴
猟
雨
読
園
賸
稿
」『
立
庵
遺
稿
』
巻
一
、
一
四
頁
。

（
28
）　

注
（
27
）
に
同
じ
。

（
29
）　

注
（
27
）、
一
五
頁
。

（
30
）　

例
え
ば
、
宋
恕
は
「
哭
六
烈
士
」（『
宋
恕
集
』
中
華
書
局
、
一
九
九
三
年
、
八
一
五
─
八
一
六
頁
）
と
題
し
た
輓
詩
を
残
し
て
い
る
し
、
鄒
容
も
「
題
譚
嗣
同

遺
像
」（『
鄒
容
集
』
重
慶
出
版
社
、
一
九
八
三
年
、
三
六
頁
）
を
書
い
て
、
譚
嗣
同
を
弔
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、
唐
才
常
、
黄
遵
憲
、
孫
宝
宣
等
が
輓
詩

や
輓
聯
を
書
い
て
い
る
。

（
31
）　

注
（
18
）、
二
六
頁
。

（
32
）　

注
（
18
）、
二
七
頁
。

（
33
）　

丁
は
『
図
南
遺
稿
』
に
寄
せ
た
序
の
中
で
、「
吾
国
人
無
愛
国
思
想
、
無
独
立
精
神
、
無
自
由
性
理
、
劣
種
之
天
成
哉
。
嗚
呼
、
戦
国
以
降
、
俠
気
微
矣
。
一

経
専
制
之
宇
下
、
思
想
以
縛
、
精
神
以
頽
、
性
以
喪
、
理
以
滅
。
日
本
同
種
之
国
而
独
反
是
、
與
其
士
大
夫
游
、
皆
俠
気
発
眉
宇
、
旅
游
吾
国
者
、
如
山
根
立

庵
、
荒
井
図
南
諸
君
子
交
尤
密
、
数
君
固
窮
而
在
下
者
也
。
俠
気
視
維
新
諸
傑
不
少
減
、
扁
舟
相
逢
、
一
燈
話
旧
、
縦
談
天
下
事
、
常
有
不
可
一
世
之
概
。
恍
然

於
変
法
之
効
果
、
無
一
非
俠
気
所
組
成
者
」
な
ど
と
記
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
も
丁
が
立
庵
、
図
南
ら
と
清
国
問
題
に
つ
い
て
、
談
論
を
し
て
い
た
様
子
が
う
か

が
わ
れ
る
。
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（
34
）　

注
（
18
）、
二
七
頁
。

（
35
）　

注
（
18
）、
二
七
頁
。

（
36
）　
『
立
庵
遺
稿
』
丁
祖
蔭
序
、
一
─
二
頁
。

（
37
）　

兪
樾
（
一
八
二
一-

一
九
〇
七
）
は
清
末
の
学
者
。
号
は
曲
園
、
浙
江
省
徳
清
の
人
。『
東
瀛
詩
選
』
は
岸
田
吟
香
の
依
頼
に
よ
り
、
兪
樾
が
編
集
し
た
、
正
編

四
〇
巻
、
補
遺
四
巻
、
計
四
四
巻
か
ら
成
る
漢
詩
集
で
、
日
本
の
江
戸
時
代
か
ら
明
治
初
期
ま
で
の
漢
詩
五
千
余
首
が
漢
詩
人
別
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
後

に
兪
樾
が
撰
し
た
『
東
瀛
詩
記
』（
二
巻
）
の
序
に
は
、『
東
瀛
詩
選
』
の
説
明
と
し
て
「
壬
午
之
秋
、
余
養
疴
呉
下
、
有
日
本
国
人
岸
田
国
華
以
其
国
人
所
著
詩

集
百
数
十
家
請
余
選
定
、
初
意
欲
以
衰
疾
辭
、
既
而
思
之
、
海
内
外
習
俗
雖
異
、
文
字
則
同
、
余
謬
以
虚
名
流
播
海
外
、
遂
得
假
鉛
槧
之
事
與
東
瀛
諸
君
子
結
文

字
因
縁
、
未
始
非
暮
年
之
一
樂
也
、
因
受
而
不
辭
。
自
秋
徂
春
凡
五
閲
月
選
得
詩
五
千
余
首
、
釐
為
四
十
巻
、
又
補
遺
四
巻
、
是
為
東
瀛
詩
選
。
余
毎
讀
一
集
畧

記
其
出
処
大
概
、
学
問
源
流
、
附
於
姓
名
之
下
」
と
あ
る
。

（
38
）　
『
立
庵
遺
稿
』
周
岸
登
序
、
三
頁
。

（
39
）　 

例
え
ば
、
光
緒
二
三
年
（
一
八
九
七
）
正
月
、『
時
務
報
』
に
載
せ
ら
れ
た
章
炳
麟
の
論
説
「
論
亜
州
宜
為
唇
歯
」
は
、
清
国
と
日
本
と
の
関
係
を
「
唇
亡
歯

寒
」
と
評
し
、
日
本
と
の
提
携
に
よ
り
、
列
強
、
特
に
ロ
シ
ア
に
対
抗
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、『
亜
東
時
報
』
第
一
号
に
は
、
立
庵
以
外
に
汪
康

年
の
序
（
光
緒
二
四
年
夏
四
月
撰
）
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
「
乙
未
以
後
、
余
始
得
與
日
本
士
大
夫
遊
、
聞
其
言
論
、
盡
然
憫
黄
種
之
式
微
、
以
振

興
中
国
為
己
任
。
凡
聘
教
習
、
興
農
桑
、
苟
利
於
中
国
者
、
莫
不
図
也
。
戊
戌
之
夏
、
乙
未
会
員
諸
君
相
議
、
設
亜
東
時
報
館
於
上
海
、
月
一
出
報
、
将
以
拡
興

亜
之
願
、
撃
中
国
之
蒙
、
志
甚
閎
焉
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
汪
が
在
清
活
動
家
の
興
亜
論
に
傾
倒
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
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Poems Exchanged between Yamane Ryūan and Ding Zuyin: With a Focus on 
Perceptions of Other Countries to Be Seen in Their Poems

Fukuda Tadayuki

This article examines the Chinese poems by the Meiji-era Japanese poet Yamane Ryūan 山根立庵 
(1861–1911) after he went to Qing China, especially the poems that he exchanged with the Chinese 
intellectual Ding Zuyin 丁祖蔭 (1871–1930) of Jiangnan 江南 . After his arrival in China, Ryūan 
associated with many writers and calligraphers on account of his outstanding knowledge of 
Chinese prose and poetry, and whereas in Japan he had been virtually unknown in Chinese 
poetry circles, he won high acclaim from Chinese scholar-officials.
　Ryūan was on friendly terms with Shiraiwa Ryūhei 白岩龍平 (1870–1942), a businessman who 
had established a steamship company in China, and in June 1898 he founded the Yadong shibao 
亜東時報 (East Asia Times) in Shanghai with Shiraiwa’s assistance, and as its editor-in-chief he 
had some influence on contemporary public opinion in China. His views as expressed in the 
Yadong shibao were consistently underpinned by full support for China’s political reform and self-
reliance, and this can also be seen in the many Chinese poems that he wrote. The poems that he 
exchanged with Ding Zuyin are gathered together in the “Gusan shōshū shū” 虞山唱酬集 included 
in vol. 2 of the posthumous collection of his writings entitled Ryūan ikō 立庵遺稿 . These poems 
were exchanged immediately after the One Hundred Days’ Reform in September 1898, and along 
with their friendship they also reflect their perceptions of issues of the day, such as the One 
Hundred Days’ Reform and the international situation regarding China.
　In this article, I analyze the meaning of these poems and examine the friendship between 
Ryūan and Ding, and I point out that his ideas about the rise of Asia, based on his support for 
China’s political reforms, can be inferred also from the poems that he exchanged with Ding. In 
addition, on the basis of the content of the forewords contributed by Ding Zuyin and Zhou 
Andeng 周岸登 to the Ryūan ikō I also consider the manner in which late-Qing intellectuals rated 
Ryūan as a writer of Chinese poems.
Keywords: Yamane Ryūan, Ding Zuyin, Ryūan ikō, “Gusan shōshū shū,” rise of Asia


